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言
語
活
動
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

 

月 
 
 

日 

〔 
 
 

年 
 
 

組 
 
 

番 

名
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

◆
教
科 
言
語
文
化 

古
文
編 

単
元
の
言
語
活
動
４ 

◆
視
点
を
変
え
て
、
物
語
を
書
き
換
え
る 

課
題 

視
点
を
変
え
て
「
梓
弓
」
の
物
語
を
書
き
換
え
、「
男
」
の
心
情
を
表
現
し
て
み
よ
う
。 

１
「
梓
弓
引
け
ど
」「
あ
ひ
思
は
で
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
を
詠
ん
だ
と
き
の
「
女
」
の
心
情
を
、
表
の
中
に
整
理
し
て
み
よ
う
。 

２
「
梓
弓
引
け
ど
」「
あ
ひ
思
は
で
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
対
し
て
、「
男
」
は
ど
の
よ
う
な
心
情
を
抱
い
た
か
を
想
像
し
、
表
に
書
き
込

も
う
。 

３
「
男
帰
り
に
け
り
。」
以
下
を
「
男
」
の
物
語
に
書
き
換
え
よ
う
。 

 

①
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
考
え
た
「
男
」
の
心
情
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
内
で
発
表
し
、
意
見
を
ま
と
め
る
。 

 

②
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
た
意
見
に
従
っ
て
、「
男
」
の
心
情
に
基
づ
い
た
「
男
」
の
行
動
を
考
え
る
。 

 

③
「
男
帰
り
に
け
り
。」（
六
九
・
11
）
以
下
を
「
男
」
の
視
点
の
物
語
に
書
き
換
え
る
。 

 
 

・
現
代
語
で
書
き
換
え
る
。 

４
「
男
」
の
視
点
の
物
語
を
発
表
し
よ
う
。 

 

①
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
た
「
男
」
の
物
語
を
発
表
す
る
。 

 

②
発
表
を
聞
い
て
、
共
感
で
き
る
点
を
あ
げ
る
。 

   
 

あひ思はで… 梓弓引けど… 
和
歌 

・ 

  

・ 

  

・ 

  

・ 

  

・ 

  

・ 

  

「
女
」
の
心
情 

・ 

  

・ 

  

・ 

  

・ 

  

・ 

  

・ 

  

「
男
」
の
心
情 
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◆
「
男
帰
り
に
け
り
。」
に
続
く
「
男
」
の
物
語
を
考
え
る 

   

行動に際しての「男」の心情 

ⅴ ⅳ ⅲ ⅱ ⅰ 

        

（
グ
ル
ー
プ
の
意
見
） 

（
自
分
の
考
え
） 

「男」の行動 

ⅴ ⅳ ⅲ ⅱ ⅰ 

        

（
グ
ル
ー
プ
の
意
見
） 

（
自
分
の
考
え
） 
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「
男
」
の
視
点
の
物
語
（
現
代
語
で
） 

 

他
の
グ
ル
ー
プ
が
作
っ
た
「
男
」
の
物
語
の
中
で
、
共
感
で
き
る
箇
所 

                      


